
堺市環境影響評価審査会規則 

 

平成１８年１２月２２日 

堺市規則第１６６号 

 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、堺市環境影響評価条例（平成１８年条例第７８号。以下「条例」と

いう。）第５４条の規定に基づき、堺市環境影響評価審査会（以下「審査会」という。）

の組織及び運営について必要な事項を定める。 

 （会長及び副会長） 

第２条 審査会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれらを定める 

２ 会長は、審査会を代表し、議事その他の会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職

務を代理する。 

 （会議） 

第３条 審査会の会議（以下単に「会議」という。）は、必要に応じて会長が招集し、会長

がその議長となる。 

２ 審査会は、委員（議事に関係のある特別委員を含む。附則第２項を除き、以下同じ。）

の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 審査会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

（会議の特例） 

第４条 会長は、特に緊急を要するため会議を招集する時間的余裕がない場合その他やむ

を得ない事由のある場合は、事案の内容を記載した文書を委員に回付し、その意見を聴

取し、又は賛否を問うことにより、会議に代えることができる。 

 （関係者の出席等） 

第５条 審査会は、その所掌事務を遂行するため必要があると認めるときは、議事に関係

のある者の出席を求め、その意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることが

できる。 

 （会議の公開） 

第６条 会議は、公開するものとする。ただし、会長は、必要があると認めるときは、出

席した委員の過半数の同意を得て、会議を非公開とすることができる。 

２ 会議を公開する場合における傍聴について必要な事項は、市長が別に定める。 

 （会議録の作成） 

第７条 会長は、次に掲げる事項を記録した会議録を作成しなければならない。 

(1) 会議の日時及び場所 



(2) 会議に出席した委員の氏名 

(3) 議事の内容 

(4) 前３号に掲げるもののほか、会長が必要と認める事項 

 （部会） 

第８条 会長は、必要があると認めるときは、審査会に部会を置くことができる。 

２ 部会は、会長の指名する委員で組織する。 

３ 部会に部会長を置き、部会に属する委員（以下この条において「部会委員」という。）

のうちから会長が指名する。 

４ 部会長は、部会の会務を掌理し、部会の審議の経過及び結果を審査会に報告するもの

とする。 

５ 部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、あらかじめ部会長の指名する

部会委員が、その職務を代理する。 

６ 第３条から前条までの規定は、部会について準用する。この場合において、これらの

規定中「会長」とあるのは「部会長」と、「委員（議事に関係のある特別委員を含む。附

則第２項を除き、以下同じ。）」とあり、及び「委員」とあるのは「部会委員」と読み替

えるものとする。 

 （庶務） 

第９条 審査会（部会を含む。次条において同じ。）の庶務は、環境共生課において行う。 

 （委任） 

第１０条 この規則に定めるもののほか、審査会の運営について必要な事項は、会長が審

査会に諮って定める。 

 

   附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則の施行後及び委員の任期満了後最初に行われる審査会の招集は、第３条第１

項の規定にかかわらず、市長が行う。 

   附 則（平成１９年１０月１日規則第１０２号） 

この規則は、平成１９年１０月１日から施行する。 

   附 則（平成２１年３月３０日規則第２４号） 

この規則は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則（平成２２年３月３１日規則第４７号） 

この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２６年３月２８日規則第１７号） 

この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 



   附 則（令和４年３月２５日規則第１３号） 

この規則は、令和４年３月２５日から施行する。 

 


